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～ 支えあいの地域づくりに向けて ～ 
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＜藤沢型地域包括ケアシステム＞ 
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【御所見地区】 
～御所見ＣＳ会議～ 

【長後地区】 
～ケア会議長後～ 

【湘南台地区】 
～湘南台いきいき会議～ 

【六会地区】 
～六会地区ケア会議～ 

【善行地区】 
～みまもり善行～ 

【藤沢地区】 
～藤沢地区地域支えあい会議～ 

【村岡地区】 
～村岡地区協議体～ 

【片瀬地区】 
～片瀬地区協議体～ 

【鵠沼地区】 
～鵠沼地区小地域ケア会議・協議体～ 

【辻堂地区】 
～辻堂地区協議体～ 

【明治地区】 
～明治地区小地域ケア会議～ 

【湘南大庭地区】 
～湘南大庭地区小地域ケア会議～ 

【遠藤地区】 
～福祉教育部会～ 

協議体の状況 

～主にご参加されている方～ 
 

〇自治会・町内会連合会の方 
〇民生委員・児童委員協議会の方 
〇地区社会福祉協議会の方 
〇地区ボランティアセンターの方 
〇青少年育成協力会の方 
〇老人クラブ連合会の方 
〇商店街関係の方 
〇地域の縁側の方 
〇通いの場の方 
〇地域ささえあいセンターの方 
〇医療・介護・福祉関係の方 
〇市社会福祉協議会の方 
                  など 

※遠藤地区については，郷土づくり推 
  進会議の専門部会と合同で開催さ 
  れている。 
※会議の名称は，それぞれの会議の 
  中で検討されて決められた。 
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＜主な取組事例 ①＞ ～善行地区～  ２ 

【参加メンバー】 
               

【経過】 
〇善行地区では，これまでも，「善行地区小地域ケア会議」における取組として，いきいきサポートセン 
   ターが事務局を担う中で，地域の皆様が中心となって，地域で困っていることや，気づいたこと，や 
   りたいことなどを，自由に話し合える場として，『コミュニティ・カフェ』が開催されてきました。 
〇平成３０年度から，小地域ケア会議と協議体を一体的に開催することになり，会議の名称を「みま 
   もり善行」と変更し，これまで地域で大切に積み上げられてきた取組であるコミュニティ・カフェを， 
   引き続き，行っていくことになり，今年度は「善行団地」と「亀井野団地」で開催されました。 

【みまもり善行】  

〇善行地区自治会連合会 
〇善行地区社会福祉協議会 
〇善行地区老人クラブ連合会 
〇善行地区ボランティアセンター 
〇善行地区郷土づくり推進会議 
〇地域の縁側 地域交流サロン「ゆい」 
〇介護保険関係事業所（１法人） 
〇CSW（市社会福祉協議会）  
〇善行市民センター  

〇善行地区民生委員児童委員協議会 
〇善行地区防犯協会 
〇善行地区青少年育成協力会 
〇善行地区交通安全対策協議会 
〇地域の縁側 「ぬくもり」 
〇地域の縁側 「えん」 
〇善行いきいきサポートセンター 
〇第１層生活支援コーディネーター 
〇地域包括ケアシステム推進室 



＜主な取組事例 ①＞ ～善行地区～  

コミュニティ・カフェ 

【善行団地】 
 参加人数：４３名 
 ご協力： 
   善行団地自治会，老人クラブ 
   民生委員・児童委員 
   独立行政法人都市再生機構 
                          （ＵＲ都市機構） 

【亀井野団地】 
 参加人数：４７名 
 ご協力： 
   亀井野団地自治会 
   民生委員・児童委員 
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＜主な取組事例 ①＞ ～善行地区～  
４ 

〇自治会や老人クラブの活動，ラジオ体操等に参加しているので，つながりがあって安心。 
〇お互いを見守っているので，何かあれば気が付いてもらえる。 
〇サークル活動に入っていると，みんなに会えて楽しい。 
〇留守にする時はお隣に声をかけることを団地全体で行えるよう，自治会が中心になって 
  進めている。 
〇頼まれて同じ階の人のゴミ出しを手伝っている。 

〇隣近所との付き合いが少ない。 
〇集会所を月に１回開放し，カラオケなどを行っているが，参加されていない方が心配。 
〇大変な人がいれば，ついでに買い物してきてあげたいが，自分からは声をかけづらい。 
〇玄関やポストに名前が入っていない世帯が増えてきた。 
〇自治会や老人会，サークルなどに参加していない方々が気がかり。 
〇費用のかからない会場で，形にとらわれず，自由に出入りできるコミュニケーションが 
  図られる場所があるとよい。 

【コミュニティ・カフェの中での話】  

【参加者の皆さまからのご意見】  



＜主な取組事例 ①＞ ～善行地区～  

【郷土づくり推進会議や地域との連携】  

１．課題の把握 
 

「コミュニティ・カフェの開催」 
 

 みまもり善行による，地域
で困っていることや，気づい
たことなどを話し合える場と
して開催。 
 

２．対応策の検討 
 

「善行団地みまもり会議」 
 

 郷土づくり推進会議（地域
福祉部会）や地域の関係者
等による会議体を発足。 
 

３．事業・活動 
 

「団地の井戸端会議」 
 

 地域における住民同士の
ささえ合い，顔の見える関係
づくりの機会として，善行団
地みまもり会議が主体となり，
交流の場を提供。 
 
 

 地域で生活されている方々
の視点から，日常の困りごと
やあったらいいな，ということ
を自由に意見交換。 

 郷土づくり推進会議（地域福
祉部会），自治会，老人クラブ，
民生委員・児童委員，ＵＲ都市
機構，大学教授などが集まり，
課題への対応について検討。 

 毎月１回，誰でも気軽に参
加できる地域住民の交流の場
として開催。 
 ミニ講座，健康等の相談な
どのほか，参加者が茶菓子を
食べながら，自由に集える場。 
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＜主な取組事例 ②＞ ～村岡地区～  ６ 

【参加メンバー】 
      

【経過】 
 〇村岡地区にある様々な社会資源を，白地図に落とし込みながら，地域の見える化に 
   つながる作業を行った。 
 〇地域資源の見える化の作業を行った結果，弥勒寺周辺に地域住民が気軽に集える 
   場所が少ないという課題が見えてきた。 
 〇せっかく気軽に集える場をつくるのであれば，色んな世代の人たちが集まれる場にし 
   たいという地域の意見から，多世代が気軽に集えて交流できる「よりどころ弥勒寺」 
   の実施につながった。 

【村岡地区協議体】 

〇村岡地区自治町内会連合会 
〇村岡地区社会福祉協議会 
〇村岡地区福祉ボランティアセンター 
〇介護保険関係事業者（２法人） 
〇ＣＳＷ（市社会福祉協議会） 
〇村岡公民館    

〇村岡地区民生委員児童委員協議会 
〇村岡地区老人クラブ連合会 
〇村岡いきいきサポートセンター   
〇医療関係事業者（１法人） 
〇第１層・第２層生活支援コーディネーター  
〇地域包括ケアシステム推進室 



＜主な取組事例 ②＞ ～村岡地区～  

よりどころ弥勒寺 

【第１回】 
開催場所：村岡市民の家 
開催日時：平成３０年９月１３日（木） 
       午後２時～４時 
参加人数：３２名（１歳～８０歳代） 
〇「お茶どころ」 
〇地区の読み聞かせサークルの皆さんに 
  よる紙芝居 
〇音楽療法士さんによる，歌を歌いながら 
  楽器の演奏 

【第２回】 
開催場所：村岡市民の家 
開催日時：平成３１年１月２０日（日） 
       午前１０時～正午 
参加人数：３３名（１歳～８０歳代） 
〇「お茶どころ」 
〇カルタ・百人一首・すごろく・将棋・卓上 
  ゲーム など 
〇からだを動かすゲーム など 
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＜主な取組事例 ③＞ ～鵠沼地区～  ８ 

【参加メンバー】 
  

【経過】 
〇鵠沼地区では従来より，地域のいきいきサポートセンターが中心となり，どのような仕   
  組みや体制を構築すると“地域における高齢者の見守り”が効果的かを協議してきた。 
〇地域における見守りの取組を知ることや，関係団体の連携を強めることで，さらに重 
  層的な見守りにつながるのではないかとの結論に至った。 
〇そこで，地域で活動している団体や関係者が、普段の活動の中で高齢者の見守りに 
  つながる取組等を共有することで，お互いの団体を知り，連携する（つながる）きっかけ 
  づくりを目的とした交流会を開催することとなった。 

【鵠沼地区小地域ケア会議・協議体】 

〇鵠沼地区町内会自治会連合会    
〇鵠沼地区社会福祉協議会       
〇介護保険関係事業所           
〇鵠沼南いきいきサポートセンター  
〇第１層生活支援コーディネーター    
〇地域包括ケアシステム推進室  

〇鵠沼東・南地区民生委員児童委員協議会 
〇鵠沼地区老人クラブ連合会 
〇鵠沼東いきいきサポートセンター  
〇ＣＳＷ（市社会福祉協議会）  
〇鵠沼市民センター  



＜主な取組事例 ③＞ ～鵠沼地区～  

「つながろう 鵠沼！」 
～鵠沼地区関係団体交流会～  

〇発表団体：5団体（老人クラブ・民児協・ボランティアセンター・ 
           藤沢警察署生活安全課・地域包括ケアシステム推進室） 
〇参加団体：13団体（自治連・社協・防犯協会・地域の縁側 
                    ・宅配事業等を展開する民間企業 など） 

事前打ち合わせの様子 
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＜主な取組事例 ④＞ ～湘南大庭地区～  １０ 

【参加メンバー】 
 

【経過】 
 〇地域活動が活発な地区の特性を生かし，自治会をはじめとする，地域での活動を可能な限り 
   把握し，色んな人たちに知ってもらい，地域の活動に参加してみようと思う，一つのきっかけ 
   づくりとして，平成２９年度から，地域活動を紹介する冊子の作成がはじめられた。 
 〇地域活動の把握作業については，参加メンバーの皆さんが，自分が所属する団体などに，声を 
   かけて情報を集め，会議の場で紹介しながら情報共有を行った。 
 〇集まった情報は，会議の場でまとめながら，冊子の中でどの様に紹介した方が良いかなど，校正 
   のアイデアなども出し合い，また，編集会議なども開催する中で作成が進められ，平成３０年 
   ４月に発行された。 
 〇現在，より多くの湘南大庭地区の方々の手に取ってもらえるよう，配架場所を増やす取組を進め 
   ている。 

【湘南大庭地区小地域ケア会議】 

〇湘南大庭地区自治会連合会 
〇湘南大庭地区社会福祉協議会 
〇湘南大庭地区郷土づくり推進会議 
〇介護保険関係事業所 
〇ＣＳＷ（市社会福祉協議会） 
〇地域包括ケアシステム推進室 

〇湘南大庭地区民生委員児童委員協議会 
〇湘南大庭地区老人クラブ連合会 
〇湘南大庭いきいきサポートセンター 
〇第１層生活支援コーディネーター 
〇湘南大庭市民センター 



＜主な取組事例 ④＞ ～湘南大庭地区～  

地域活動の紹介冊子 

【内容】 
 〇ページ数：全４０ページ（表紙など含む）    〇掲載している活動数：１８ 
 〇掲載団体：小糸南自治会・笹山自治会・湘南城山自治会・湘南西部自治会・Ｂ地区自治会 
          地区社会福祉協議会・地区ボランティアセンター・地域の縁側 など 
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＜主な取組事例 ④＞ ～湘南大庭地区～  

中学校での特別授業 
～梅さんの一日～ 

１２ 

【グループワーク】 
〇寸劇のあとは，湘南大庭地区の高齢化率な 
  どの状況をふまえたうえで，グループごとに， 
  どんな見守りの仕組みが必要か等について， 
   話し合いやアイデアを出していき，最後に発 
  表してもらう。 

【概要】 
〇小地域ケア会議の委員の皆さんが役を演じ， 
  一人暮らし高齢者の一日を伝える取組。 
〇先生方にもご協力いただき，大庭中学校と 
  滝の沢中学校の３年生の皆さんに実施。 


